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笈お
い

と
は
、
修
験
者
な
ど
が
仏

具
・
衣
服
・
食
器
な
ど
を
入
れ
て

背
負
う
箱
の
こ
と
で
、
戸
沢
の
最

勝
寺
に
は
古
い
笈
が
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

総
高
八
八
㎝
、
幅
は
上
端
六
一

㎝
、
下
端
七
〇
・
五
㎝
、
脚
の
開

き
七
四
㎝
、
奥
行
は
上
端
四
三
㎝
、

下
端
四
四
・
五
㎝
で
、
三
段
造
り

の
三
脚
箱
笈
で
す
。
材
質
は
カ
ツ

ラ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

扉
の
面
に
は
、
鎌
倉
彫
の
花
椿

を
一
面
に
彫
っ
て
あ
り
、
朱
彩
の

花
、
黒
漆
の
枝
葉
を
表
し
、
花か
ず
い蕊

（
花
の
し
べ
）に
金
箔
を
押
し
て
い

ま
す
。
葉
全
面
に
は
銅
鋲
が
打
た

れ
、
左
右
の
羽
目
板
に
菊
、
蓮
な

ど
を
飾
り
、
三
ツ
巴
文
と
三
角
文

の
彫
り
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
下
段
に
は
ア
ヤ
メ
状

の
草
花
と
三
角
刻
み
文
が
あ
り
、

扉
支
木
に
も
同
様
の
図
柄
が
表
現

さ
れ
て
い
て
、
完
形
姿
の
笈
で
す
。

　

同
種
鎌
倉
彫
の
笈
は
、
本
県
で

は
国
指
定
の
喜
多
方
市
・
示
現
寺
、

会
津
坂
下
町
・
高
久
家
の
も
の
が

あ
り
、
室
町
時
代
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
本
笈
も
こ
れ
ら
に
比

し
て
劣
ら
ず
、
昭
和
五
十
二
年
に

県
重
要
文
化
財［
工
芸
品
］と
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
最
勝

寺
は
応
永
三
十
年（
一
四
二
三
）開

基
の
古こ
さ
つ刹
で
す
。

　

油
井
の
長
谷
観
音
堂
に
安
置
さ

れ
て
い
る
像
高
一
〇
五
㎝
の
立
り
ゅ
う
ぞ
う像

で
、
一
木
造
り
で
す
。

　

頭
上
に
は
化け
ぶ
つ仏（
別
の
姿
に
変

化
し
た
仏
）が
あ
り
、
条じ
ょ
う
は
く帛（

上
半

身
を
ま
と
っ
た
衣
）と
裳も（
腰
か
ら

下
を
ま
と
っ
た
衣
）は
、
す
べ
て

平
ノ
ミ
を
使
用
し
て
縦
横
の
縞
目

を
つ
け
る
、
い
わ
ゆ
る
ナ
タ
彫
り

形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

顔
は
丸
み
を
お
び
、
長
い
眉
、

切
れ
長
の
伏
目
、
腰
か
ら
膝
に
か

け
て
の
表
現
は
平
安
時
代
藤
原
期

の
特
徴
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
全

体
的
に
判
断
す
る
と
、
鎌
倉
時
代

初
期
の
作
と
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

左
右
手
の
持じ
も
つ物

お
よ
び
台
座
が

欠
損
し
て
い
ま
す
が
、
手
の
位
置

か
ら
地
方
仏
と
思
わ
れ
、
藤
原
期

か
ら
鎌
倉
時
代
中
期
に
か
け
て
関

東
・
東
北
に
盛
行
し
た
、
荒
彫
り

に
属
す
る
ナ
タ
彫
り
に
よ
る
仏
像

と
し
て
貴
重
で
す
。
昭
和
五
十
三

年
、
有
形
文
化
財［
彫
刻
］に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
像
は
も
と
長
谷
堂
屋

敷
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、

荒
廃
を
懸
念
し
た
藩
主
丹
羽
光
重

が
家
臣
に
命
じ
、
明
暦
三
年（
一

六
五
七
）現
在
地
に
広
大
な
堂ど
う
う宇

を
建
立
し
て
本
像
を
移
し
、
以
後

丹
羽
家
の
祈
願
所
に
し
た
、
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

神
楽
と
は
、
神か
む
く
ら座

を
設
け
て
、

そ
こ
を
清
め
、
神
の
降
臨
と
鎮
魂

の
た
め
に
舞
う
も
の
の
総
称
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
出
雲
流
神
楽
は
県

内
で
は「
太
々
神
楽
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

鈴
石
町
に
あ
る
鈴
石
神
社
の

太
々
神
楽
は
、
明
治
維
新
ま
で
は

こ
の
方
部
の
神
職
た
ち
が
互
い
に

集
っ
て
演
じ
て
い
ま
し
た
が
、
維

新
後
は
氏
子
に
引
き
継
が
れ
、
そ

の
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
今
日

ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

元
は
三
六
座
の
演
目
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は

大お
お
の
さ麻

、
一
本
扇
、
榊
舞
以
下
、
二

六
座
の
演
目
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

手
に
鈴
、
扇
子
、
太
刀
な
ど
の

各
種
の
道
具
を
持
つ
採と
り
も
の物
舞
と
神

楽
能
と
が
一
つ
に
な
っ
て
い
て
、

「
岩
戸
開
き
」に
祝の
り
と詞

が
入
る
の
み

で
、
神
歌
も
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
大

小
の
太
鼓
、
鼓
、
笛
に
よ
る
囃
子

で
舞
い
ま
す
。

　

伝
承
の
確
か
さ
と
演
目
の
多
さ

は
、
県
内
屈
指
で
あ
り
、
安
達
地

方
を
代
表
す
る
神
楽
で
あ
る
と
の

理
由
か
ら
、
昭
和
五
十
二
年（
一

九
七
七
）県
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
本
松
市
の
指
定
文
化
財  

④

県
指
定

『
鈴
石
の
太
々
神
楽
』

県
指
定

『
椿
彫
木
彩
漆
笈
』

県
指
定

『
十
一
面
観
世
音

�

立
像
』
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